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平成28年8月12日（金）

国土交通犠閥蕊地方整臓局

河 川 部

記者発表資料

｢八シ場ダムの建設に関する基本計画」の変更について

、〆

国土交通省関東地方整備局では、洪水被鯵の軽減や都市用水の確保等のために、

八シ場ダム建設事業を進めてきており、ダム本体のコンクリート打設を開始するまで

に至っています。

今般、同事業について、特定多目的ダム法第4条の基本計画を変更することとし、

本日、同条第4項の規定に基づき、関係都県知事及び関係利水者の意見をお聴きする

手続を開始します。

約4,600憾円→約5.320鍾円

平成31年度 〈変更なし）

○事業費

○工期

ノ、

発表記者クラブ
三型些

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者クラブ、栃木県政記者クラブ、

刀水クラブュデレビ記者会、埼玉県政溌者クラブ、千葉県政記者クラブ、東京都庁

記者クラブ、国土交通記者会、国土交遥省建設専門紙記者会、国土交通犠交透運籍

記者会
e

問い合

国土交通省関東地方盤備局礎L

FAX

わせ先

“8芯01イ151〈代表）

048-“船1378

ふ愚いちひでのり

古市秀徳 （内線蕗16）

いし麓がずや

石田和他 （内線5863）

河川部広域水管理官

河川計画課課長補佐
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 再質問書の別紙１
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内容S.基本計 変更内画の

(3)事業費の主な増要因【8忽5】
、亀.,地すべり等安全対策による変更(湛水に伴う代替地地区の安全対策費の増)…(約44億円）

現計画では､平成18年に改正された宅地造成等規制法に定められた基準に従い､当時得られている情報等をもと
に最大限の範囲(5箇所)を想定し､代替地地区の安全対策費を事業費の外数として整理していました。

今般､専門家の意見を聴きながら安全対策の必要な調査等を進めた結果､5箇所の安全対策が必要であることが

ぜり明したことから､必要な費用を事業費に計上しました。 ノ
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安全対策（イメージ図）

園砂州

さ軸罎… O代替地地厩の蜜金対策一覧 今
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杭を不動地盤まで貫入し､地すべり土塊
の滑動力を抗で抑制し､地すべりを防止
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杭エ(イメージ図）
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献竺母

＝…

総内にアンカーを定繍させ､地す・ぺり滞
勤力をアンカーの割張力で抑え､地すべ
りを防止I感耐
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〆○宅地造成等規制法の主な内容 一

平成18年に宅地造成簿規制法が改正され､新規宅地造成に係る耐震性を確
アンカーェ(イメージ図）

／

保するための技術基準が法律上明確になった。 八趨寿春全＝■
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代替地地区の

安全対策

地区名

川原湯①

)I源湯②

川原湯③

川原湯④

長野原

対策工法(案）

杭工

杭工

杭工

杭工

アンカーエ

杭ヱ

二二

アンカーエ


